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抄 録

の か 。 隅角部 とは ど こ か 。

　応 答 　（LI外） 巨 山 保

　下 顎骨骨折20例

そ の 他 （49 ）　
− 49

　交通 事故発 生 時に打撲 を 受 け た 部 位に もよ る と思 い

ますが 、 今回 の 調査 で は切歯 並び に 正中部が 最 も多か

つ た。交 遍 災害の 発 生 が 多 くな る に 従 つ て 骨折部位 の

好発 羅位 が 変 つ て くる の で は な い か と思 わ れ る。隅角

部 とは下顎角領域 の 骨折 で あ る 。

　 32． 1家系 3 代 に わた つ て 現 われた線維腫 性歯 肉

　　 　 肥 大 に つ い て

　　　　　　　　　　 （口 外） 西　正 勝 、 馬渡和夫

　本疾 思は 1856年 Gross が始 めて報告 して 以来 、 内

外諸学 者に よ つ て 、多数報告 さ れ て 来 だ に もかか わ ら

ず 、 本 症 の 本態 も慢性刺 戟説 、 腫瘍説 、 炎症 説 、 遺伝

説 ・ 内分泌 障碍説 、 神経障碍説等に つ い て 論 争が繰返

さ れ て い る 。 私達 は 1 冢 系 3 代 4 名 に 亘 り現 れ 、 明 ら

か に 遺 伝的関 係が あ る と思 わ れ る 定型 的 な 症 例 を 確認

し た の で 報告 し tc。

　最 近 観察 し た 思 者 は 9 才 の 男 性 で 、上 下顎 全 般 に 亘

る 歯 肉 の 肥大 、 咀 嚼 及 び談話 障碍 を 主訴 と し て 来院し

た 。乳 歯萌出頃 よ り歯肉 の 肥大 を認 め 、 こ れ が漸時肥

大 を ま し 、 申年 前 よ り急速 に 増大 し て 来た 。

　手術 に よ り抜 歯 した 歯牙 は

注 意 深 く観察す る と、歯根 形

態異常特に 屈 曲 歯 、 異 常 歯

根 、 離開歯等 の 観察 き れ る こ

と は 河 野 、 宇 治 の 報告に もみ

られ 、 私達 の 症 例 に も 同様 の

所 見が観察 さ れ 忙 。 手術は 通
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法 に 従 い 、 肥大 歯肉 の 切除 、 及 び 抜歯 を 行 い 現在ま で

再 発傾 向 は 認 め られ な い 。病理 組織学的 に は 、 線維性

歯肉肥大症 の 所 見 で あ つ た 。

　祖 父 は 健 在 で 、菁俸時代 に 本症 に 罹患 し、大 正 13年

九 大 口 腔外科 問田教 授 に よ り手術 を受 け 、 そ の 後 上下

顎総義 歯 を装 着 し て 現 在 に 及 ん で い る。

　父 は 23才、 父 の 弟 は 20才の 時 い つ れ も本 症 に罹患

し 、 昭和 24年九 州歯大 口 腔外 科 で 手術 を受 けて い て 、

現 在 まで 再発 の 傾向 は 認 め られ な い 。

　本 癨 に 遺 伝 的関 係 が み られ る事で 、 Hans 　 Weskie

は 5 代に 亘 り同
一

家系 39名中 16名に 発生 し、Mirolli

は同一家 系中29名 の うち N14 名 に 、 又 池臥 世良 、 大

竹等は 2 代に 発生 し ttと報告 し て い る。

　私 達 の 症 例 は 1 家 系 3 代 5 名申 、 4 名 に 本症 が現 わ

れ だ 事は 遺 伝 的 関係が考 え られ 、 幼児期 の 歯肉 に 線 維

様 増殖が起 りや すい 、 因子 があ る の で は な い か と伺 わ

れ る 。

　 33　 口 腔 に 多発過剰 の 出現を見 た 2 宸例

　　　　褓 存 ） 宮 崎
一

雄 、 長野三 代 太 、　。村岡俊彦 、

　　　　　　　榎 本明義 、 　 滝 口 親 尚 、 　 佐藤慶生 、

　 　　 　　　 　大塚和夫

　生物 の 進 化 に つ れ て 、身体各部に 進化的 或 い は 、

退 化現象が現 わ れ 、 或 る もの は益 々 発達 し 、 あ る もの

は 退 化消滅 し つ つ あ る こ と は 周 知 の 事で あ る 。 人 類 の

歯に 於 て も、そ の 数 、 形態 、 発生邦位 等 に 異常形態 の

発現す る こ とは 尠 くな い 、 即 ち過剰 歯 として正常 数 よ

り多 くの 歯が現 われ る こ と が あ り、ま た 逆 に そ の 形態

の 小型 化 丶 更 に 消失 とい う歯数不足 が現 われ る こ とも

あ る 。 今回同一口 腔 内 の 大臼歯 部 に 多数 の 過剰歯 と上

顎 切歯 部 の 先天 性欠如 を有する 2 症例 に 遭遇 し た の で

報告す る 。

　 1 ）第 1 例 は 14才女 性で 上 顎 に 臼旁歯 2 個 、 下 顎 に

歯列 内過 剰歯 3 個が 出現 し上顎 左側 々 切歯が 先天 性欠

如 し て い る 。

　 2 ） 第 2 例 は 37才男性 で 上 顎 に 臼旁歯 2 個 、 日後歯

1 個が 出現 して お り、 埋 伏過 剰歯 らしい もの 1個 を 有

し て い る。

　 3 ）過 剰歯 々 冠 は い ず れ も不定型 結節状 で あ る。

　 4 ）過 剰歯出現 の原因 は不明 あ る が歯胚 の 異常 分裂

に よ つ て 出現 し た もの と思 考 さ れ る。

　 34．金属冠 装着 に つ い て

　　　　　（贓 ） 毛 利邦雄 、 　。自見　忠 、 龝 吉利助 、

　　　　　　　 蒲池徹志 、 松本　隆

　最 近 数 年 間 の 本学教室 の 金 冠 製 作数は 年 間約 400rv

500 個 を数え 、 90％以 上 が全部鋳造 冠 で あ り、 製 作か

ら装着 迄 の 過程 に 就 い て 検討 して 見た 。

　（1） 全 部 鋳 造 金 冠 製 作 に 関す る諸 因子は 次 の 様 に 考

え られ る 。　 （間接法 ）

　　  　支台歯形成

　　  　印　　　象

　　   　石 膏 模 型

　　   　蝋　 原 　 型

　　   　埋 没 鋳 造

　 こ の 中最 も影 響 の 大 きい もの は   と  で あ り、 特に

複雑 な 形 態 に つ い て は   が大 きな 因 子 を もつ 、 攴 台 の

形態 を 最 も単純 な もの （円 柱 形 に 近 い 駈 o〜顎 o の
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　50　− 　　　（　50　） 抄 録 そ の 他

taper の あ る もの ） を金属 で 作 り、
セ メ ン ト装着 をせ

ず に 鋳造体を 適 合 させ t　de合 、 金属型 と 鋳造 体 の 閥隙

は 20 ・v40 μ　｝t す る事 が 出来 る 。 こ の 間隙 を もつ 鋳造体

は多少磨擦 を手 指 に 感 ず る程度で 臨床的 に 適 合度が 良

い と判定 出来 る 。 抜 去歯牙 で 行 つ た 場合 も略 々 同様 の

結果 が得 られ た 。

　   　 セ メ ン ト装着 に 関す る諸 因子 として

　　   　支 台 の taper の 大小

　　  　shoulder の 有無

　　   　支 台 の 形態

　　   セ メ ン トの 凋度

　　   装着時 の 加 圧 の 大 き さ と 方向

　　  鋳造 体 の 形態 。

　等があげ られ る 。 　   に つ い て は taper が 大 きく

なれ ば セ メ ン ト装着 に よ る 金 属 冠 の 浮 き上 りは小さ く

な る。　   shoulder が あれ ば セ メ ン ト の 流 れ が悪

く浮 き上 りも大 きい 。　   支 台 の 形 態 が 複雑 とな れ ば

蝋原 型採得 も困難 とな り加圧時 の 方向 も関係 して 測定

も困 難 で あ る の で結論 は 出 し難 い 。　   液が 多 い 程 セ

メ ン ト属 は 薄 くな り易 い が 崩 壊 し 易 く な る。　   加圧

の 大 きさ は或 る 程 度 迄 は大 きい 程 浮 き上 りは小 さ く

な る が 限度を 越 し て 大 き くし て も浮 き上 りは 小 さ くな

らな い e 　   鋳造 体 に セ メ ン トの t ま る空隙 を作 る と

か 流 出孔 を作 る 場合が あ るが咬 合面部に 流出孔 を作る

の が最 も効果 的 で あ る 。

　考 　 　擦

　金 冠 の 歯頸部 セ メ ン トラ イ ン の 層 が臨床的 に 種 々 論

じ られ て い る が 、 は つ き りし アこ基準が決定 され て い な

い 。 モ リ ソ ン 金 冠 、 其 の 他 パ ン ド ク ラ ウ ン の 抜去歯牙

を 切断 して 歯頸 部 の セ メ ン トラ イ ン を測定 し 、 叉全部

鋳造 金 冠 の もの を （抜去 歯牙 は 1 例 に 過 ぎな い ）測定

し比 較 して 臨床 的判定 を 下す様 考 え て い る が 、 全部 鋳

造 金 冠 の 抜 去歯 牙が少 な くま だ セ メ ン ト ラ イ ン の 限界

を決 定 し得 な い が 丶 基礎 的研 究か らは 20〜40μ 迄 は出

来得 る し、 イ ン レ ー
の 場合 の 様 に 辺 縁 の 圧接 研磨 が 行

え る 様 に 考 えれば数 μ 迄 に な り得 る 。

　 35，鋳 造金属冠の調 整法

　　　　　備 齣 　豊 田 静夫 、 住 田光信 、　 。松浦智 二
、

　　　　　　　 細川貞雄 、 坪 根皓 二 、 原　幸 雄

　全 部鋳造 冠 を製作す る場 合 通 常 鋳 造 は原型 として

wax を 使 用す る所 謂 Lost −wax 法 で 行 つ て い る 。 し

か る に 臨床 上 鋳造 冠 調製 時 丶 　1．　Pattern を 支台歯 に

試適す る 場合 、 2．Pattern の 内面 を 必 要に 応 じ て 削

除す る場合等 に は wax の 本質 上 ど うして も変 形 を起

こ し や す い e か か る 場合鉤等 に は既 に 応 用 され て 効果

の あ る 即 時 重 合 レ ジ ン を 用 い れ ば操作時 変形 を起 さ ず

よ い の で は なか ろ うか とい う考 えの もとに 、 今 回即重

レ ジ ン Nissin　Denta1 製 Redix を併用し て 鋳造 冠

の 調 製 を 試 み た 。

　wax と異 リ レ ジ ン に 重合収縮 が あ る叡 、

一
度 に Pa −

ttern を 形 成す れ ば収縮 が 大 き く到底 Pattern を 抽

出出来 ず 、 こ れ は Pattern の 変 形 とな つ て現 れ て 来

る か らこ こ に 何 ら か の 技 術的方 策 を講 じ Pattern を

抽 出 し寸法変化 を少 くす る方法 に つ い て 検 討 し 、 同時

に どの 程度の 寸 法 変 化 を 示すか に つ い て 調 べ た 。

　模 型 と し て 真鍮製 円筒形金 型 を使用 し 、 そ の 硬 石 膏

模型 周囲 に
一

部 あ い た RediXshell を作 り模型 に set

し た時 と抽 出した時 の 標 点 間距 離 を測定 し た 。模 型 よ

りは ずす と応 力緩 和に よ り幾分接 線方向 に 寸法 変化を

示 し、そ の 値 は 両標点 間距 離の 百 分率 で 表 は す と約

O．95％で あ つ た 。 次 に 別 の 金 型 に て 筆 積 み に よ る

Redix 充墳物 を 作 りそ の 上 面 上 で の 寸 法 変化 を 見 る

と 約 IS ％ の 収 縮を 示 し tc。

　斯様に Redix −pattern を ｛
ノfiる 場合収 縮が 可 成大 き

く、 収縮 し よ うとして 模型 に 妨 げ られ た応力が 内部歪

とな つ て 残 畄 して い る訳 で 体 積 の 大 き い ほ ど大 きく

Pattern 抽 出 を 困難 に し又抽 出後変形 を 伴 つ て 来 る 。

か くして 筆積 み で
一一度 ｝CPattern を仕 上げず数 回 に

分 け て 即 ち支 台 歯 周 囲 で 2 回 咬合面 で 1 回 を行ひ 、最

後に Pattern を焼鈍 す る こ と に よ り レ ジ ン の 弊 害 を

取除 く こ と が 出 来 る こ と。こ の 点 Wax よ り遙 か に 操

作 繁雑 と な る が 上 記 の 利点 もあ る故 、 今 回 は レ ジ ン 単

独 で あ るが wax と併 用す る こ とに よ り更 に よい 結 果

も期 待出来 る。

　 36．顎 関節部手術 に お ける耳珠後縁 切 開法 の 経験

　　　　　　（口 外 ） 池尻 　茂 、 古本克磨 、 田 縁 　昭 、

　　 　　 　　 　　　 梶 山 　 稔、坂 口 元 一

　 顎関節部 は 、 顔面 の
一

部 を 占 め 、 他 部 関 節 に 比 し

て 、 解 剖学的 に も、 審美 的面 に も、 そ の 手術 に 際 し て

多 くの 制約 を受 け る。即 ち手術 野 附 近 に は 丶 顔面神

経 、 耳 下腺 、 浅側頭動脈 、外耳 道 が 接近 して お り、 こ

れ が為 、 こ れ らの 器官 の 損傷 を さけ 、 充分 な 手 術 野を

確 保す る と共 に 、 術后 の 瘢摸 に も考 慮 が 必要 で あ る ．

　顎 関節疾 患 の 手術 に 於 け る 皮 切 法 を 大 別 す る と

K6nig ，　Blair 等 の 耳 前切開法 と Bockenheimer ，

Axhausen 等 の 耳後 切 開 法 に 分 け ら れ る。い ず れ も

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


